
22
2005年 (平成 17年 )5月 18日 (水曜日)&未 来

北

ア
ル
フ

ス
の
人
日
．

臣 犬 を 雪 鹿 掘 剛 調 査
25研1所大日岳学者と登山家協力対

形
成
・崩
落
メ
カ
ニ
ズ
ム
探
る

（富
山

県
、
標
高
２
５
０
１

肝
）
の
山
頂
で
４
月
１７
日
か

ら
２７
日
ま
で
ヽ
雪
水
学
者
と

草
山
家
ら
約
５０
人
が
参
加

し
、
高
さ
や
長
さ
が
数
十
材

に
発
達
し
た
有
庇
の
調
査
が

行
わ
れ
た
。
青
庇
の
形
成
や

崩
落
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
探
る

も
の
で
、
高
山
で
の
Ｌ
大
な

雪
庇
掘
削
調
査
は
世
界
で
も

ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
．
遭
野

防
止
に
役
立
つ
と
期
待
さ
れ

る
ほ
か
、
学
者
と
登
山
家
の

協
力
と
い
う
危
険
に
満
ち
た

環
境
科
学
分
野
で
の
新
し
い

手
法
も
江
日
さ
れ
て
い
る
。

雪
圧
は
、
山

の

確

線

の

風
下
側
に
、

庇

の
よ
う
に

出
来
た
キ
の
吹
き
だ
ま
り
。

航
壊
は
雪
崩
の
引
き
金
に
な

る
こ
と
が
多
い
．

今
同
、
調
査
を
行

っ
た
現

地
で
は
００
年
３
月
、
文
部
科

学
省
神
山
研
修
所
主
催
の
大

学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
冬
山
研

修
中
に
、
突
然
、
足
下
の
雪

庇
が
競
落
し
、
学
生
２
人
が

死
亡
す
る
事
故
が
起
き
て
い

る
。
例
年
よ
り
や
や
小
さ
い

と
み
ら
れ
る
今
年
の
雪
圧
で

も
、
稜
練
か
ら
先
瑞
ま
で
約

彰
肝
、
厚
さ
は
約
２０
ド
に
達

し
て
い
た
。

調
査
団
と
し
て
大
口
岳
横

有
地
形
研
究
会
（代
表
幹
事
、

斎
藤
惇
生

‘
元
日
本
的
岳
会

長
）
が
組
織
さ
れ
、
川
日
邦

夫

・
富
山
大
教
授
や
飯
凹
肇

・
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
悼
物

館
学
去
課
長
、
槙

―十‐
宏
太
郎

・
中
央
震
業
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
室
長
ら
専
門
家
を
、
プ

ロ
の
山
岳
ガ
イ
ド
や
日
本
山

岳
会
長
ら
が
現
地
で
サ
ポ
ー

ト
し
た
。

調
査
は
、
雪
庇
が
崩
壊
す

る
危
険
性
を
考
慮
し
、
ザ
イ

ル
で
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、

雪
庇
の
変
形
を
監
視
し
な
が

ら
慎
重
に
進
め
ら
れ
た
。

技
線
か
ら
雪
庇
の
先
端
に

向
け

て
深
さ
３
情

（最
深

部
）
、
幅
２
肝
、
長
さ
３７
＝

に
わ
た

っ
て
ト
レ
ン
チ

（大

き
な
溝
）
を
掘
削
。
さ
ら
に

地
表
両
近
く
ま
で
Ｌ
す
る
竪

火

（
ピ
ッ
ト
）
を
４
カ
所
掘

り
、
ア
イ
ス
ド
リ
ル
に
よ
る

掘
削
も
加
え
て
、
言
庇
の
断

面
構
造
を
詳
細
に
調
べ
た
。

ま
た
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
を

用
い
て
広
範
囲
に
山
頂
付
近

の
積
宮
表
雨
の
形
状
の
測
量

や
積
雪
の
深
さ
な
ど
の
測
定

を
行
い
、
巨
人
雪
圧
の
三
次

元
的
な
広
が
り
も
総
合
的
に

調
べ
た
。

デ
ー
タ
の
解
析
は
こ
れ
か

る

Ｆ

　

　

ｉ
．

屯

軍

題

Ｆ

調 査 が行 わ れ た 大 日岳 の 山頂 付 近 。

ト
レ
ン
チ
を
掘
削
す
る
登
山
家
と
研
究
者
―１

４
月

評

ら
だ
が
、
川
田
教
授
は

「目

本
で
は
青
庇
の
調
査
研
究
の

実
例
は
数
少
な
く
、
巨
大
考

庇
を
手
術
す
る
よ
う
に
内
部

調
否
し
た
の
は
初
め
て
だ
。

電
庇
の
形
成
過
程
な
ど
に
つ

い
て
研
究
者
、
山
Ｓ
関
係
者

で
も
考
え
方
が

一
致
し
て
い

毎
年
５
月
以
降
は
食
中
毒
　
一

が
増
え
る
時
期
だ
。
と
口
か
ら
、　
）

梅
干
し
を
弁
当
や
お
に
ぎ
り
　
庁

に
入
れ
る
と
食
中
毒
を
起
こ
　
い

中
毒
閑
に
与
え
る
影
響

を
研
究
し
た
。
賜
管
出

血
性
大
暢
閑
（
０
１
５

７
）
や
堂
色
ブ
ド
ウ
球

菌
な
ど
を
使
い
、
菌
だ

け
を
入

れ

た
試
験

管

と
、
因
と
梅
■
し
を
入

れ
た
試
験
管
を
同
じ
条

件
で
培
差
し
た
。
そ
の

結
果
、
梅
Ｔ
し
人
り
の

試
験
常
で
は
閑
の
増
殖

し
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
る
　
ナ

,1色時れると食中毒を起こしにく


